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第１章　世界へ

　心ある皆様、70年を経て初めて上げたこの老母の小さな声に振り向い
て下さい。
　私が広島で被爆したのは爆心地より1.6㎞、まさにあのキノコ雲の真
下で、生後わずか８カ月の時でした。70年も前のことで、皆様は遠い昔
の出来事と思われていることでしょう。その70年という長い期間、私は
ずっと後遺症に苦しみ続け、１日たりとも原爆から解放された日はなか
ったのです。原爆は一瞬のうちに何十万人という人々を殺戮しました。
そして家の下敷きになり、大けがをして悲劇は終り、ではなく、放射線
による様々な後遺症で死ぬまで苦しみは続くのです。
　私の身内は、祖母がガンですぐに亡くなりました。被爆時８歳だった
姉もガンで苦しんで、幼子たちを残して36歳の若さで壮絶に逝きました。
被爆時０歳だった私は、酷い後遺症に苦しんできました。必ず50歳まで
には死ぬだろうと、自らの生命の限界を恐怖として心にとどめ、消すこ
とはできずに生きてきました。私は今に至るまで身体がだるくて疲れや
すく、フトンの重さにも耐えられません。小さい頃からの耳鳴りも続い
ていますし、身体中に紅斑が出て消えません。
　これ程進歩した人類のこの世界に、大量殺戮の核兵器が未だに根絶さ
れることなく現存し続ける現実、今度のターゲットはいったい誰でしょ
うか？次はどんな可愛い子どもたちを殺すと言うのでしょう！我々日本
国民はピストルを持っておりません。ショットガンやライフルも、勿論
核兵器もありません。日々平和で心穏やかに生きていますが、無理難題
を追い払うために武装強化やむなしの風潮も時に湧き上がります。しか
し日本人はただひたすら耐え我慢しています。
　奇跡の地球を造って下さった自然と言う名の偉大な神様、その神様が
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〝生きていいのだよ〟と授けて下さった尊い生命は、決して奪われては
ならないのです。
　国連は、地球上のすべての頭脳、英知の結集なのですから、一人ひと
りの皆様が日々起きている残酷な現状や理不尽すぎる仕打ちを決して許
さず、正義を貫き、弱者を一刻も早く救済して下さい。
　世界の皆様、大量虐殺の核兵器は貴方に必要ですか？私、私の家族、
美しい山や海、そしてそこで懸命に生きているすべての尊い生命たちの
ためにも、核兵器は絶対に根絶させなければならないのです。
　70年も経て、０歳児に課せられた過酷過ぎる人生に、ただの一人も責
任をとる人はいなかったのです。詫びの言葉も、ただの一度も聞いたこ
とはありません。世界の指導者がすべて正義の人ならと皆が願っていま
す。この先誰をも虐殺せず、後遺症という名の時間を70年以上も与え続
けないためにも、核廃絶は絶対に必要なのです。
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